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青木幹勇先生のご紹介
青木　幹勇（アオキ　ミキユウ）
1908年　高知県土佐郡土佐町土居に生まれる
1926年　宮崎県で小学校訓導となる
1933年　文検合格
1936年　宮崎県師範学校専攻科卒業。附属小学校訓導
1942年　東京高等師範学校附属国民学校（後の、東京教育大学附属小学校）訓導
1953年　NHK「ラジオ国語教室」放送担当（～1978年3月）
1970年6月　青玄会（授業研究サークル）結成
1971年7月　月刊誌『国語教室』創刊　通巻253号
1972年3月　東京教育大学（現、筑波大学）附属小学校退職
1973年4月　立正女子大学（現、文教大学）講師（～1991年3月）
◎おもな著書
『問題をもちながら読む』（1964）、『書きながら読む』（1968）、
『生きている授業　死んだ授業』（1983）、『第三の書く』（1985）、
『授業＝詩「花いろいろ」』（1987）、『授業＝詩を書く「風をつかまえて」』（1989）、
『授業＝俳句を読む、俳句を作る』（1992）
〈作句歴〉
1945年　臼田亜浪氏に師事
1956年　田川飛旅子氏に師事
1957年以降　無果花句会所属、元同会主宰
〈句集〉
１『露』（1959）、２『風船』（1962）、３『滑走路』（1965）、４『牛込界隈』（1981）、５『神田川鯉歌』（1996）
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第三の書く 
＿読むために書く  書くために読む＿

青木幹勇記念館
〒781-3401  高知県土佐郡土佐町土居437

T E L . 0 8 8 7 - 8 2 - 1 6 0 0
開館時間 / 午後1時～5時
休 館 日 / 土・日・祝日・年末年始
入 館 料 / 大人200円、小人100円
　　　　   （町民及び企画展来館者無料）
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※受付番号住　　所

〒

（学校または自宅）

（学校または自宅）
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り
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学校名

学　年

年
電話番号 氏　　名

最 優 秀 賞（賞状及び記念品）　2句　（小学校1句、中学校1句）
優 秀 賞（賞状及び記念品）　4句　（小学校２句、中学校２句）
入 　 　 選（賞状及び記念品）　6句　（小学校３句、中学校３句）
佳 　 　 作（賞　　　　　状） 10句　（小学校５句、中学校５句）
青木幹勇記念賞（賞状及び記念品）　2句　（小学校１句、中学校１句）

賞

●一人一句（季節は問いません。俳句には、季節をあらわす言葉『季語』を入れること。）
●投句料は、無料です。
●注意事項：作品は、未発表作品に限ります。

投句

募 集 要 項

小学生及び中学生応募
資格

令和5年7月14日（金）必着
（郵送の場合は当日消印有効）締 切

厳正な審査の上決定します。選考 土佐町、土佐町教育委員会、青木幹勇記念館主催

・ 入賞者への連絡、土佐町教育委員会ホームページへの掲載（11月末頃）及び
   第44回土佐町産業文化祭（令和5年11月23日）での展示をもって発表にかえさせていただきます。
・ 入賞作品は、土佐町広報へ掲載します。

発 表

お問合せ先
土佐町教育委員会
ＴＥＬ：0887-82-0483

・ 応募により知り得た個人情報は青木幹勇記念全国子ども俳句大会に関することのみに使用します。
・ 作品に関する一切の権利は、土佐町に帰属します。その他
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青木幹勇先生は、１９０８年１１月３日高知県土佐郡土佐町土居でお生まれになり、
幼少期を土佐町で過ごされました。宮崎県で小学校や師範学校に勤め

られた後、東京教育大学（現在の筑波大学）附属小学校で国語科指導と研究を熱心に進められま
した。小学校国語では、日本の第一人者とも言われています。国語科や俳句指導に関する著書も
多数あり、俳句指導には特に力を注がれました。
　ご自身の著書にも紹介されました、青木幹勇先生ゆかりの地である、土佐町で「青木幹勇記念全
国子ども俳句大会」を開催致します。みなさんが作られた、たくさんの句をお待ちしておりますので
ふるってご応募ください。

既定の用紙（別添）に記入のうえ、下記へ郵送で提出してください。
応募用紙は土佐町教育委員会ホームページから印刷できます。 
●〒781-3492 高知県土佐郡土佐町土居206
　　　　　　　  青木幹勇記念全国子ども俳句大会　宛
●土佐町教育委員会ホームページ
　　　　　　      http://www.town.tosa.kochi.jp/ 


